
令和6年度 北九州市民駅伝 開催要項

１．大 会 名 第28回北九州市民駅伝

２．主 旨 北九州市民の競技力向上と体力づくりを目的とし、小・中・高校・一般市民のそ

れぞれの体力に応じて、陸上競技に親しみ、陸上競技意欲の高揚と振興をはかる。

３．主 催 （一財）北九州市陸上競技協会

４．共 催 北九州市

５．後 援 北九州市教育委員会・(公財)北九州市スポーツ協会

６．期 日 令和6年12月21日(土)

７．予定時間 受付8:30～8:50 開会式9:00(実施しない場合もある)

スタート予定時間（変更の場合があるので注意すること）

9:30 (E) 10:10 (G)(I)(J) 10:50 (A)

11:30 (B)(C) 12:30 (D) 13:30 (F)(H)

８．会 場 本城公園周回コース

９．種 目 (A) 小学男子の部 （４区間・1.5km-1.5km-1.5km-1.5km）

(B) 小学女子の部 （４区間・1.5km-1.5km-1.5km-1.5km）

(C) 小学低学年の部（４区間・1.5km-1.5km-1.5km-1.5km）

(D) 中学男子の部 （４区間・3km-3km-3km-3km）

(E) 中学女子の部 （４区間・2km-2km-2km-2km）

(F) 高校男子の部 （４区間・4km-4km-4km-4km）

(G) 高校女子の部 （４区間・2km-2km-2km-2km）

(H) 一般男子の部 （４区間・4km-4km-4km-4km）

(I) 一般女子の部 （４区間・2km-2km-2km-2km）

(J) 壮年の部 （４区間・2km-2km-2km-2km）

10．出場資格 北九州市内に在住または在学(勤)している者。高校の部に出場する者は、登録者

に限る。

11．出場制限 (1) (F)(G)については、学校単独チームとする。（A)～(E)については、混成チーム

を認めるが、ｵｰﾌﾟﾝ参加とする。

(2) 小学低学年の部は、全員が１～３年生とする。

(3) 壮年の部は、男性40歳以上、女性35歳以上とする。

(4) (C)(J)以外で、男女混合チームの場合は、男子の部に出場とする。

(5) 各学校(クラブ)１名以上の審判員の協力をお願いします。

12．表 彰 (1) 各部門とも３位までに賞状を授与する。

(2) 各区間最高タイムの者に区間賞を与える。（ｵｰﾌﾟﾝ参加ﾁｰﾑを除く）

13．競技規則 (1) 日本陸上競技連盟規則及び本大会申し合わせ事項により行う。

(2) オーダーの変更は申込用紙に記載された補欠との交換のみとし、同一チーム内

の区間の変更は認めない｡(下のチームから上のチームへの変更は可｡)

ただし、１区の走者が欠場の場合のみ同一チームの他区からの変更を認める。

(3) 招集は、前区の１位チーム通過時に行い、遅れた場合は棄権とみなす。

ただし、１区の招集は、ｽﾀｰﾄ予定時刻の15分前とする。

14．申 込 み 北九州市陸上競技協会のホームページ(http://frk.jpn.org/krk/)から所定の様式

をダウンロードし、Ｅメールで添付して送付して下さい。受付が完了した場合には、

必ず返信をする。（１～２日中に返信が来ない場合は、受け付けられていない場合

があるので、注意すること。）

送付先 krk_hp@yahoo.co.jp

15 申込〆切 令和6年12月5日(木)19時必着



16．参 加 費 (A)(B)(C)は１チーム1500円、(D)(E)は１チーム2000円、(F)(G)は１チーム2500円、

(H)(I)(J)は１チーム3000円とする。12月13日(金)までに下記に振り込んで下さい。

申し込み後はいかなる場合でも、参加費の返金は認めない。

振込先 福岡銀行 七条支店(416) 口座番号 １３７００６８

口座名 一般財団法人 北九州市陸上競技協会 会長 清家渉

※ 振込名は、大会日＋学校名＋Ｊ(中学）Ｈ(高校) で、お願いします。一般はアルファベットなし。

例 １２２１ユガワＪ １２２１トバタＨ １２２１ニホンセイテツ

17．問合せ先 北九州市陸協事務局 井上(080-3903-1416) 山根(070-5693-4286)

18．ﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ チーム番号と区間番号を記入したＢ５の大きさの白布を準備し、胸背部につける

こと。字の太さは、１cm以上とし、はっきりとわかるように記入すること。ただし、

ナンバーについては、申込み後にホームページに掲載する。

３５-２ 35…チーム番号 2…区間番号

（黒字） （赤字）

19．た す き たすきについては、各チームで準備すること。

20．そ の 他 出場に際しては、健康診断を受けておくこと。大会中に生じた事故については、

応急処置は主催者側で行うが、それ以降は各自の責任で行うこと。

仮装等をして、走ることは禁止する。


